















































Support function for the professions’ role execution on death conference in community: 
Study from the literature
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2 デスカンファレンスand 多職種 53 5 5 48 5 10 5 2 3 1 武田ら（2016）
3 デスカンファレンスand 多機関 5 0 0 5 2 2 0 2 0 0 ―
4 デスカンファレンスand 多施設 6 1 1 5 2 3 1 3 0 0 ―
5 デスカンファレンスand 訪問看護 78 7 7 71 7 14 7 3 4 3
大友ら（2014），八田ら（2012），
上原ら（2010）
6 デスカンファレンスand 在宅 68 5 5 63 5 10 5 5 0 0 ―
7 デスカンファレンスand 福祉 47 2 2 45 2 4 2 2 0 0 ―
8 緩和ケア and カンファレンス and 地域 892 14 8 878 6 14 6 3 6 2 池田ら（2016），川越（2010）
9 緩和ケア and カンファレンス and 多職種 570 12 7 558 8 15 7 8 0 0 ―
10 緩和ケア and カンファレンス and 多機関 11 0 0 11 1 1 0 1 0 0 ―
11 緩和ケア and カンファレンス and 多施設 83 1 1 82 2 3 1 2 0 0 ―
12 緩和ケア and カンファレンス and 訪問看護 682 1 1 681 5 6 1 5 0 0 ―
13 緩和ケア and カンファレンス and 在宅 933 14 7 919 9 16 7 7 2 1 三隅（2012）
14 緩和ケア and カンファレンス and 福祉 630 5 3 625 6 9 3 6 0 0 ―




















































1 安成（2014） 9 異なる事業所の同職種がよく意見交換をするようになった。 ● 診療所
2 大谷ら（2012） 7 病院主治医と地域主治医の役割が不明瞭であったため，報告・連絡・相談に困った。（看護師） ● 病院の看護部門
3 井村ら（2012） 14 （公開合同）カンファレンスの目的は，地域緩和ケアの課題と解決策の共有。 ● 病院の看護部門
4 和泉ら（2012） 7 （デスカンファレンスの問題点）不消化感（自責など） ● 病院の緩和ケア部門
5 大谷ら（2011） 1 各々にとっては些細と思っていた情報が実は（全体にとっては）大切な情報であったことへの気づき ● 病院の看護部門
6 井村ら（2011） 5 お互いにより理解し合える ● 病院のがん相談部門
7 小林ら（2011） 2 在宅での患者の穏やかな様子を確認 ● 病院の看護部門




9 臼田（2007） 3 患者への今後の対応のあり方の検討 ● 訪問看護ステーション
10 木次ら（1995） 2 状況把握の不備や調整不足など指摘し合う ● 訪問看護ステーション
11 武田ら（2016） 8 自己肯定感が生まれた ● 病院の緩和ケア部門
12 大友ら（2014） 12 （行った）在宅医療の評価をメンバー間で行う ● 在宅療養支援診療所
13 八田ら（2012） 11 支援経過を振り返り，不全感を抱えながらも最期はよかったとそれぞれが感じた ● 訪問看護ステーション
14 上原ら（2010） 9 各自実施したケアの利点，欠点を発表 ● 訪問看護ステーション
15 池田ら（2016） 1 「もっと早くこのような場に参加したかった」という新規参加者の感想が多い ●
該当医療圏の複数の
医療職
16 川越（2010） 3 診療所に相談する時の，心理的な壁が低くなると感じた ● 在宅療養支援診療所
17 三隅（2012） 2 デスカンファレンスは，遺族ケアの一環にもなる ● 病院の看護部門
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